
■所属学部，研究科連絡先■家族・友人の連絡先■本人情報
防 災 手 帳

■家族等への安否連絡
◆ NTT災害時伝言ダイヤル「１７１」
　  災害（震度5強以上の地震等）の発生時にNTT
　  により提供されます。

★いざというときのために，常時携帯してください。

徳島大学

2025. 3

録音 １７１ → １ →　　　　　　→ 伝言
再生 １７１ → ２ →　　　　　　→ 再生

録音 トップ画面の「災害用伝言板」を選択 
　→ 「登録」を選択して伝言する。
確認 トップ画面の「災害用伝言板」を選択 
　→ 「確認」を選択して被災地の人の
　　 携帯番号を入力して伝言を確認する。

フリガナ（   ）

氏名

住所（避難先）

住所（避難先）

TEL

Mail

氏　名

TEL

Mail

学部（学科）または研究科（専攻）

血液型

持病・アレルギー

住所

電話番号

氏　名

◆ 携帯電話の災害用伝言板
　  災害発生時に携帯電話各社から提供されます。

■大学への安否連絡
◆災害時にcall@safety.ait.tokushima-u.ac.jp
が発信する，大学からの安否確認メールを受
信した時は，安否確認システム（メールにアド
レスを掲載）へ安否情報を登録してください。
◆ITシステムを利用できない場合は所属学部等
の連絡先へ，氏名・避難先・状況等を連絡する。

被災地の電話
番号を市外局
番からダイヤル

要記入要記入

総合科学部／
創成科学研究科（地域創成専攻）（臨床心理学専攻）（創成科学専攻）
学務係 ０８８-６５６-７１０８
skgakumc@tokushima-u.ac.jp

医学部 医学科・医科栄養学科
第一教務係 ０８８-６３３-７０２８
isygakumu1c@tokushima-u.ac.jp
学生係 ０８８-６３３-７982
isygakumuss1@tokushima-u.ac.jp

医学研究科／医科栄養学研究科
第一教務係 ０８８-６３３-９６４９
isygakumudgic@tokushima-u.ac.jp

医学部 保健学科／保健科学研究科
第二教務係 ０８８-６３３-９００９
isygakumu4c@tokushima-u.ac.jp

歯学部／口腔科学研究科
学務係 ０８８-６３３-７３１０
isygakumu2c@tokushima-u.ac.jp

薬学部／薬学研究科
学務係 ０８８-６３３-７２４７
isygakumu3c@tokushima-u.ac.jp

理工学部／創成科学研究科（理工学専攻）（創成科学専攻）
学務係 ０８８-６５６-７３１５， 7317
st_gakmuk@tokushima-u.ac.jp

生物資源産業学部／創成科学研究科（生物資源学専攻）（創成科学専攻）
学務係 ０８８-６５６-8020， 8021
bb.stu.section@tokushima-u.ac.jp



■常三島地区避難場所等■避難時の注意事項■地震・津波時１０分間行動マニュアル ■蔵本地区避難場所等

■火災等の緊急時避難場所
※津波の危険性がある場合は
　建物の3階以上へ避難

■火災等の緊急時避難場所
※津波の危険性がある場合は
　建物の2階以上へ避難
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・スリッパ・靴を履いて，室内にいる家族
　友人の安全を確認
・防寒具・貴重品・薬・防災備品の確保

　（常三島：３階以上の鉄筋のビル，高台へ）
　（蔵本：２階以上の鉄筋のビル，高台へ）

■ 避難時の注意事項　へ

1F

1F3F

1-5F

1-4F

1-5F

1F

1F2F

1F

1F
1F

4F

3F

1・3・5F
1・4F

2-8F

2・6・8F

臨床
講義棟

総合
研究棟

身の安全を図る

➢長く揺れたら津波の危険性大。すぐ
に頑丈な建物の3階以上（蔵本地区
は2階以上）へ避難。

➢揺れなくても津波がくることもある。
大津波警報（3m以上），津波警報
（1~3m）が出たら避難。
➢避難は「逃げろ」と大声で！
➢警報解除まで避難先で待機。
➢帰宅時は落下物や飛散物に注意し，
できるだけ複数人で行動する。

➢津波注意報では海に近づかない。
➢大学から安否確認メールが届いた
ら，避難（帰宅）先を大学に必ず連
絡する

※被災後は役所で「罹災証明書」を申請（賃貸も可），
公的支援や減免措置の対象となる場合がある。

■家のハザードマップと備蓄品の確認


